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本日のお話 

１．法政大学の自己点検の歴史 

２．自己点検評価のシステム 

３．質保証の活動 

４．成果と当面の課題 
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法政大学の歴史（１） 

• 1880年 東京法学社設立 

• 1886年 東京仏学校設立 

• 1889年 和仏法律学校（両校合併） 

• 1903年 財団法人和仏法律学校法政大学 

• 1920年 財団法人法政大学、法学部、経済学部。 

• 1922年 法文学部。 

• 1947年 法学部、経済学部、文学部。通信教育部。 

• 1949年 新制大学として発足 

• 1950年 工学部設置 

• 1952年 社会学部設置 

• 1959年 経営学部設置 
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法政大学の歴史（２） 

• 1999年 国際文化学部、人間環境学部設置 

• 2000年 現代福祉学部、情報科学部設置 

• 2003年 キャリアデザイン学部設置 

• 2007年 デザイン工学部設置 

• 2008年 理工学部、生命科学部、グローバル教養学部設置 

• 2009年 スポーツ健康学部  

  現在、15学部37学科、14研究科、１インスティテュート 
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学部学生数   ２７，４３６ 名 
大学院生数   １，８８１名 
専門職大学院生  ３２５名 

２０１２年５月１日現在 

 
 
法学部 文学部 
経営学部 国際文化学部  
人間環境学部 
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ学部 
デザイン工学部 
ＧＩＳ学部 

＜市ヶ谷キャンパス＞ 

 
 
経済学部 社会学部 
現代福祉学部 
スポーツ健康学部 
 

＜多摩キャンパス＞ 

 
 
理工学部 生命科学部 
情報科学部 
 

＜小金井キャンパス＞ 
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法政大学の自己点検の歴史 

  1994年4月 『全学自己点検・評価委員会規程』制定 

1996年3月 『法政大学の明日を求めて＜自己点検・評価報告書1996＞』作成 

2002年3月 大学基準協会、「相互評価」受審、「認定」 

2007年3月 大学基準協会、機関別認証評価受審、「適合」 

2008年11月 総長室付大学評価室発足 

2009年1月 『全学自己点検・評価委員会規定』全面改定 

2013年3月 大学基準協会、機関別認証評価受審 
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本日のお話 

１．法政大学の自己点検の歴史 

２．自己点検評価のシステム 

３．質保証の活動 

４．成果と当面の課題 
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法政大学の自己点検体制：組織図 
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総長 

大学評価室 

大学評価委員会 

（学内外の有識者等で構成
し，自己点検報告書の客観
的評価を行う委員会） 

自己点検委員会 

（学部長・研究科長等で構成
し，自己点検の実施主体とな

る委員会） 

点検評価企画委員会 

各運用単位 

（学部・大学院・研
究所・事務組織等） 
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自己点検・評価体制 

① 総長室付大学評価室（2008年11月発足）が、自己点検評

価を管理する。自己点検活動に関する情報の収集・分析、
ＰＤＣＡ（plan、do、check、act）サイクルの管理を行う。  
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② 自己評価の担い手 ⇒ 学部長，研究科長等 
 

③ 2段階の評価 ⇒ 学部等の自己評価と大学評価委員会
による評価 

 
 ④ 毎年自己点検・評価活動を行い、改善をはかる。 

 
 



大学評価室と点検評価企画委員会 

• 大学評価室と点検評価企画委員会が、法政大学の質保証
活動の企画（自己点検委員会および大学評価委員会の方針
・評価基準案などの作成）と業務の統括を行う。 
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• 大学評価室長は、本学の教学の意思決定機関である学部
長会議に出席し、審議事項を提案する。 

 

 

• 大学評価室は、大学評価室長（教員）と事務職員で構成さ
れ、本学の自己点検・評価にかかわる全業務を担当する。 

 • 点検評価企画委員会は、担当常務理事、大学評価室長、
教員（8名）と職員（2名）から構成される。委員会を月1回開
催し、内部質保証活動に関する企画立案を行う。 



自己点検委員会 

• 自己評価を行う各運用単位（学部、大学院、研究所、事務
部門）から構成される。 
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• 自己点検委員会は、年度方針、規定の改正、自己点検報
告書の承認などを行う。 

 

 

 

• 委員長は教育支援本部担当常務理事。 

  学部長、研究科長、統括本部長など組織の責任者がメンバー。 

＊ 本学付属の中・高等学校は自己点検委員会には含まれ
ていない。別途、学校評価のあり方を検討中。 

 

 

 

 



大学評価委員会 
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教学部会 経営部会 

大学評価委員会 

第１部会 第７部会 ・・・・・・ 

１５学部・１４研究科・１８研究所 

事務部会 

５統括本部，
総長室，監
査室等 

学部全体・
管理運営・
財務 

（インタビュー有） 

（役員インタ
ビュー有） 

評価 

評価 

評価 
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大学評価委員会 

• 大学評価委員会は、学部等の自己評価を評価する大学
内の評価委員会である。委員長は大学評価室長。 
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• 教学部会は、15学部・14研究科（専門職大学院除く）およ
び18研究所の評価を行う。 

• 経営部会は、大学全体の内部質保証システムの評価を行
う。 

 

• 事務部会は、事務部門の評価を行う。 

• 大学評価委員会は、７つの教学部会と１つの事務部会・経
営部会からなる。 



評価委員 

• 教学部会（７部会）は、主査と複数（2，3名）の副査から構
成される。本学の教員が担当する。 
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• 評価基準は、基本的に大学基準協会のものを用いるが、
本学独自の修正・追加をする。 

 

• 経営部会は、外部の学識経験者から構成される。→他大
学教員（理事、認証評価機関関係者、副学長など）および
財務の専門家。 

 

• 事務部会は、主査（監査室長）と本学職員の副査（３名）か
ら構成される。 
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３．質保証の活動 

４．成果と当面の課題 
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質保証について 

• 大学評価室では、発足後2年目から「自己点検」より「質保

証」を多く用いるようになった。質保証は理念、自己点検は
方法。 
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• 本学の質保証の定義は次の通り。 

①法令遵守。大学設置基準と文部科学省の大学施策への
対応。 

②教育の質の保証。学部・大学院の教育の質保証と向上。
育成する学生の能力の明確化、それにふさわしいカリキュラ
ムと教育方法、成果に関する評価と検証をめざす。 



評価を通した質保証 

• 本学の質保証は、学部長等による組織の自己評価と評価
委員会による評価から形成される。 

 

16 

Quality assurance for HOSEI 

• 自己点検懇談会の開催。学部長が、到達目標（中期およ
び年度）とその達成状況について報告する（5月と１月）。こ
れは自己点検に関する意見交換と情報の共有化の役割
を果たしている。 

 

 

• 大学評価室長が大学の教学の意思決定機関である学部長会
議に出席し、学部長に質保証活動に関する提案を行う。 

 

• 質保証活動の推進主体は、学部長等であり、評価委員会
は評価を通して支援する。 

 

 



情報提供を通した質保証の支援 

大学評価室は、各種アンケート調査、文部科学省・大学基準
協会の情報提供、海外大学の質保証活動の実態を調査し、
報告する。 
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• 各種アンケート調査。 

  新卒業生（2008～）、新入生（2009～）、保護者（2009～） 

  既卒業生（2010、2012）、企業（2010）、教職員（2008、 

  2009、2010）。 

• 国内大学との相互評価に関する研究。 

 

• 海外の大学の質保証調査。 

   2011年欧州の大学、2012年米国の大学を訪問し調査。 



2012年度の評価活動 

1. 1年間で完結する質保証活動を実施した。 
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3. 学部長懇談会の実施、各種アンケート調査、シンポジウム、
ニューズレター、今年度自己点検評価報告書の作成など。 

① 5月連休明け 学部等が自己評価・到達目標を提出 

② 大学評価委員会が書面評価とインタビューによる評価を7月末に終了 

③ 学部等は後期、評価結果を活用しながら目標達成に向けた活動を実施し、それらを
学部質保証委員会が定期的にチェック。 

④ 評価項目を三つのポリシーと教員・教員組織および質保証の5項目とした。 

2. 大学基準協会の認証評価【実地調査】への対応。 
 本年度本学は、大学基準協会による認証評価を受審中であり、その対応を行った。 
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１．法政大学の自己点検の歴史 

２．自己点検評価のシステム 
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成果 

1. 学部の到達目標（三つのポリシー）の具体化。 
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3. 大学理事会が、法政大学のビジョンを設定し、定量的目
標を掲げた（2012年3月）。 

 

2. アンケート調査における満足度（大学と学部）の向上 

＊大学評価室ホームページで公開しています。 

当初は到達目標（中期と年度）が抽象的であった、年々教育の質向上を図るように具体的

になってきた（『自己点検評価報告書』*参照）。 

卒業生アンケートにおいて、満足＋やや満足が、大学：66.7％（2009）→81.5％（2011）、学部
：67.6％（2009）→79.6％（2011）と向上した。新入生、保護者アンケート調査でも、ほぼ同じ
結果がでた。2012年度も同じ結果が継続中（『大学評価室ニューズ・レター』*参照）。 



当面の課題：（１） 

• 学部質保証委員会の機能強化。 
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学部における質保証のＰＤＣＡの４プロセスを機能させる
べく、2012年度より、学部内に質保証委員会を設置した。

学部長・執行部が、ＰＤとＡを担当し、質保証委員会がＣ
とＡを担当する。質保証委員会は主としてＣ（学部到達目
標の達成状況を評価）を担当するが、目標達成のために
必要な情報収集（内外の情報、学生インタビューなど）と
分析を行い、提案も行う。 

大学院についても、2013年度より稼働する予定。 

 

 



当面の課題（２） 

• 教員による担当科目の自己評価の必要性。 

22 

Quality assurance for HOSEI 

教員の側が、学生の能力育成の観点から、予習復習時間の
確保、当該科目が設定した知識理解、問題解決能力などに
ついて教育内容と教育成果を自己評価し、講義の改善につ
なげる必要がある。 

 

 

教育開発支援機構FD推進センターが学生による授業改善ア
ンケートを実施し、教員にフィードバックしている。 

 

学部が教育目標を実現し学生の能力育成を図るには、教員
による担当科目の自己評価が必要。 

 



ご質問等は下記までお願いします。 
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hyoka@hosei.ac.jp        

ご静聴ありがとうございました。 

 

      


